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第 38回近畿外科皐奮
（前披ヨリ績キ）
26.肋腔内異物摘出＝就テ 阪大器永外科 今 同 良日
（原稿未着）



















移行スル事ヲ教へ Jレモノ ι シテ，印チ胸腔ハ腹腔ニ比シ細菌感染／起リ易キ一般周知ノ臨床上
／事寅ニ向ツテ，貫験的ノ基礎ヲ輿へタ Jレモノナリ。





E匹 含 1045 
ニ慢性腹膜炎粂肋膜炎ナル診断ノ下ニ入院， 11月8日腸狭窄ノ症j伏著明トナリ外科ニ陣ジ開腹
術ヲ行フ。
開腹セ Jレニ空腸上部，十二指腸空腸腎曲部ヨリ小腸全部，盲腸及ピ k行結腸7 デ白色不透明




































31 腹腔内癒着防止Z開スル研究 (I) 京府大外科 三木 久雄
佐谷秀樹t
余等ハ強力ナル血液凝固阻止剤 Heparinノ腹腔内癒着防止作用ニ附キ検セリ o@Pチ Heparin





























私ニモ 5年前鬼束君ニ似タ誤診例がアJレノデ追加ス。 j繭1歳ノ男児，生＊外鼠践しへ Jレニヤ1ア
リ， 2日自Iヨリ蹴頓シ，無熱ナリトノ訴ニテ来院，直チニ手術ヲ行ツタ jl，腹部内臓ノi荻頓ヲ認、
メズ，少量ノ膿アリ，膿中ヨリ村i ノ種子ヲ取リ 1-H シタ。症欣ノ微弱ナLへ Jレーヤ寸，'1~ ノ穿孔性腹
膜炎デアツタワナデアルn 全治シタ。
3.炎症性限局性腸管廠癖J：本態＝開スJt.研究 京府大外科 捜 JI：雅四郎
｜凋江久義































質 問 大阪三 羽粂義
急性Lf レウス•；；場合ト穿孔性腹膜炎ノ揚合トヲ空腸，或ハ十二指腸内ノ L ヒスタミン「含有
量 ヨリ比較シテ見テ何等カ特異性ガ考へラレ 7 スカ。







35.季L児二於ケ｝I,.念性腸臓炎J1例 京大外科 四 村 鍵 治
（原稿未着）




現症樟格ノ小サナ Zart ナ婦人デ，肝肺臓境界ハ横臥位デハ右乳線位デ第6肋骨ノ i吉iサー
相蛍スルガ，立位デハ全ク泊、失スル。腹部デハ幽門部ニ相官’スル部位ガ，祇抗性デアJレ以外ニ
ハ異常ヲ謹明シ得ナカツタ。










































京府大外科 31ミ ;fi 正 リj
河村謙
















ソコデ演者等ハ自売ヲモツテ此ノ快賠ヲ漁防ス Jレタメエ後者自Pチ pcritonealeCaecop :xieヲ
行ヒ，完全ナル橡防ヲ来タシ得タノミナラ 7：，叉X線検資及ピ再開腹ニヨツテ本来ノ目的デア
J~· Caecopexieガ完全ニIH＊テ居Jレノヲ確知シタ。





40.遊走腎二ヨ＇＂幽門狭窄 ｝1例 京大外科 宮司 克巳
従来遊走腎エヨル幽門狭窄ハ主ーソ＂ 竪迫症欣トノミ考ヘラレテ居タガ本例ニテハ腎臓カ、遊
走下降スJレニ随テ後腹膜モ亦下降シ Lig.hepalc1rluocienale J Gegenzug ト相倹ツテ十二指腸
ニハ強キ牢引ガ加ハリ共ノ鴻ニ十二指腸ハ屈曲シ議ニ強度ノ幽門狭窄ヲ来シ居レル事ヲ認メタ
リ内
4lクルーケシベルヒ民卵巣腫務二就テ 大阪日赤外科 林 義 之
（原稿未着） 納日i早太郎


































4.骨嚢腫疾例＝就テ 県系立市申戸病院 手 東 メロ弘、 ）自L
欠 席
45.腕角カ＝因Jj.上薦骨々折 大阪日赤外科 官問、 力t 貫
患者ハ30歳ノ男子，職業ハ食堂ノ料理人。
現症患者ハ其友人達ト腕角力ヲトツテ fJレ中， Lパン寸ト云フ昔ト共ニ右上蹄ヲ，ア ダカモ
Lバッドデナクーラレタ様ナ痛ミヲ費へ ソレ以来腕ノ脱力ト上時事上不可能トナツタ。
局所々見ト シテハ右上牌及ビ前牌ハ左ニ比シ一般ニ浮腫様ニ腫脹セルモ，皮肉ニ異常普色ナ
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斯カ Jレ症例ノ西敵ノ文献ハ殆ド共例ヲ見ズ，我園ニ於テモ比較的珍ラシ4 。ソ f議防ニ向ツ
テハ多クノ Lスポーツ1外傷ト同様ェ，精神／不安定ト是ニ件フ筋肉ノ Lショック1ガ原因大ナル
ト忠ハレルMc.前以ツテ系統的練習ガ必要デアラウト考ヘラレJレ。





遁 カ日 阪大外科 小樽 凱夫
演者 J~ペタ Jレ肯・折ト同形ノ骨折ヲ野球投手ニ於テ敷同経験セリ。何レモ未熟ナル投手ニ見


































L ヒスタミン，，注射速度ハ極j テ重要ナ Jレ意義ヲ布ス。 ）~ ニ於テ 0.5mg, ／」ヒスタミン1ヲ
6秒間ニ注射スレバ著明ナル肺臓阻止作用ヲ認ム Jレモ，同量ヲ4分間ニ艇メテ徐々ニit射スレパ
肺臓阻止作用ヲ衣ハサス〉印チ商1J者ニテハ肺臓／膨大ヲ示スモ後者ハソレヲ示サズ。然Jレニ動











均11.3日ヲ要シタリ 0 ~欠ニ塗擦以外ノ操作ヲ要シタ Jレモノ 32例（64%）ニシテ， ソノ中17例（34
%）ハ限局セル小膿蕩ヲ作リ，寸レニ穿刺ヲ加へタ Jレノミニテ治癒シソノ卒均治療日数ハ 8.6
日ヲ要セリ。叉15例（30%）ハ爪甲ノ－1'¥1叉ハ全部ヲ除去，或ハ梢々大ナ Jレ切開ヲ要シソノ qi



































－.£.｛サヲ有シ，女性ノ陰接ノ位置ニア Jレ。之等ヲ概括シテ考へ Jし時ハ本航ハ所謂， P~eucioherm::t-
phlodismus ext. masculinus トスベ、キデアル。
＇ヰノ争ハ本例ニ於イア2ツノ手術術式ヲ試し成功ヲ見タソデアJレ。
最初試ミ夕方法ハ静脈ヲ移植シテ新タナ Jレ尿道ヲ作ラントス Jレ所謂 FreieUberp¥-lanzungデ
アル。患者 J；右腕ノ頭静脈ヲ約 6cm 取出シテ陰草根部カラ皮下ヲ遁シテ組頭ノ先ニ及プ Lト









サテ，吾々ノ試ミタ Jレ手術ニ於fテ従来ノ方法ト異ナ Jレトコロハ，尿道ヲ造設ス Jレ鵠メー用
ヒタJレ皮庸縫合ニ於イテ，草ニ切断端ヲツギ合セテ縫合ヲ行フコトナク夏ニ方市d面ガ向合フヤ
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リテ排尿ヲ行ヒ， ソノ後ハ滅菌尿ヲ極メテ徐々ニ排油セシメテ縫合部位ヲ保存ニットメタノデ
アJレ。








so.マシソシ氏慌畠二ヨJI,.鼠陸部腫蕩 大阪三物病院 字 i'I土木康子
従来還納性有鼠践しへ Jレーア寸ヲ有 シタリシ74歳ノ男Tガ様頓様症状ヲ星シタ Jレヲ以テ様頓




1896年 Hage ハ熱帯地方ヲ航行スル舶ノ舶員ー，限L~l 不l~j ノ 1 種ノ横般がアルヲ見テ気候性
杭疲ト シテ報告セリ。 1913年：＇＼ icobs及ピ Favre ハ慢性鼠腰部淋巴肉芽臆トシテ同様ノ疾患






患者ハ36歳 0 主訴雨側鼠践部J Jfl~痛性II重脹
現病歴約2~，月前感染機曾アリテ後2週間前突然熱費感アリテ悪感ヲ件ヒ同時ニ雨鼠践部品




／数ナ J淋巴腺ノ腫脹セ Jレ遺緋ヲ呈ス。淋巴腺周囲炎ノ症欣少シ。陰嚢舎陰部ハ鑓化ナク， m
頭冠ノ背商.rE中腺ニ惚針頭大ノ凹入セ Jレ部アリ硬結ヲ欄Jレ。虹門ヨリ指診ス Jレニ直腸ニ狭窄硬
結ヲフレズ。血液ノ WaRハ（ー），血像ハ白血球敢 8600，中性噌好白血球71.2%ニテ尿ニハ異常







52.精系二費生セル繊維嚢腫＝就テ 大阪日赤外科 林 筒
（原稿未着）
5.内痔綾根治手術＝向ツテJ新術式 京大外科 鬼束 惇哉
内痔該根治手術ニ向ツテノ従来ノ諸術式（ランゲンペツク氏焼灼法，切開剃同法，結紫法，等
々）／有スル諸扶陥ヲ皐グ，内痔根治手術トシテハ， 1）第3度ノ火傷ヲ作ツテ第1期癒合ノ王rR想
ニ逆行スJレガ如キ焼灼ヲ全廃シ， 2)Locus minmis resistentiae トナルペキ組織挫減（錦子ノ！墜





















1058 日木外科費画第 11 曜を第 5 ~虎
(1）強ク結数ス Jレニ都合ヨキ属メニ絹締ヲ用ヒ 7 ス。
(2）本雄合術式ニ依レバ，供覧セ；i,標本ニテ明カナル如ク，甚ダ蓮カニ縫合締ガ脱落スJレガ




数手術例中幾%ニナ Jレカ分リ 7 セヌガ数例前述ノ如キモ／アリシ嬬メ全部腸線ヲ使用スJレコト
トシタノテー ス。











5.諸種結稜菌製剤J抗原性能働力J比較 京大外科 武 l号 周
務Lツペルクリン1, AO及ピ結按菌し寸クチグン寸 3種ノ抗原性能働力ヲし才プソニシ寸！者生程度
ι ヨリテ比較 ~）レニ， 3者中結核菌Lコクチゲン1最大，ヲ；デ AO，奮LツペルクリンI ／順位ナ
リキ。
叉20分煮しツベ、Jレクリン寸及ピ30分煮 AOハ共ニ抗原性原 Lツベソレクリン1原 AO ヨリモ大
ナリキ。コレしツベルクリン1及ピ AOハ共ニL-'fムペヂン寸ヲ含有ス；i,詮leナリ。結該菌しコク
チグン寸ハコレヲ夏ニ煮沸スル時ハ抗原性能働力低下セリ。コレしコクチグン寸ハ既ニLfムベヂ
ン寸ヲ完全ニ破却セルモノニシテ之ニ過大ノ煮沸ヲ夏ニ加フル時ハ抗原性低下ス Jレコトヲ教7
Jレモノナリ。
56・L'fムベヂシ寸＝閥ス，..，知見補遁
紛と 席
大阪三務病院 三羽 粂義
宇津木康子
